別紙３                  　随意契約をすることができる場合に
                        　該当することの説明書
	 地方自治法施行令第167条の２第１項第２号
 により随意契約をすることができる場合
	  今回の契約が左に該当すること等の説明

	 「特定の者でなければ供給することができな
 いものを調達するとき」及び「財産の売払い、
 物件の貸付けその他の県の収入の原因となる  契約であって、価格競争により契約の相手方  を決めることが困難又は不適当なものをする  とき」以外の場合であって、契約の性質又は  目的が競争入札に適しない特別の事情がある  とき。

	１　契約の概要
本事業は、豪州市場における高付加価値旅行者に訴求するため、現地の旅行会社及びメディア等（以下「現地旅行会社等」という。）のネットワークを有するＰＲエージェンシーを活用し、商談会の実施や、豪州目線での情報発信を行うことにより、岐阜県の強みである「自然・アクティビティ」、「伝統・文化」、「スノー」等を体験できる地域のブランド構築及び現地の潜在的な訪日旅行者の認知度向上と誘客促進を図るものである。
２　契約の性質又は目的が競争入札に適しな　い特別な事情の説明
本県の魅力を現地旅行会社等へＰＲするにあたっては、本県の強みである「自然・アクティビティ」、「伝統・文化」、「スノー」等のテーマの観光資源に精通し、豪州市場の特性等に合わせて、的確に本県の魅力をＰＲすることが必要である。

このため、単なる価格競争とするのではな
く、具体的な提案に基づき、実施計画の有効
性、ＰＲ能力の有無や過去、同種の事業を実施した実績・ノウハウなどを総合的に判断して事業を遂行する必要がある。
３　選んだ特定の相手方が契約相手として適　当であることの説明
企画提案書の公募（令和８年３月１２日～４月１４日）を行い、公募のあった１者が参加するプロポーザル評価会議（令和８年４月２２日）を開催。評価会議の構成員による企画提案書の評価を行い、最優秀提案者の選定を行った。
構成員３名による評価の結果、総評価点が基準点（６割）を満たしたため、上記の者を最優秀提案者とし、契約交渉の相手方として選定した。



  備考　この様式により難いときは、 必要な事項を含む適宜の様式によることができる。

